
ののいちっ子の希望にあふれた未来のために！ 

「野々市市子ども・子育て支援ニーズ調査」＜小学生用＞ 

ご協力のお願い 

 

日頃より、野々市市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 さて、野々市市では、平成27年４月からスタートした「子ども・子育て支援新制度」を積極的に進める

ため、同年３月に平成27年度から令和元年度までの５カ年を計画期間とする「野々市市子ども・子育て支

援事業計画」を策定しました。 

 今回、令和２年度からの次期計画の策定に向けた基礎資料とするため、市民の皆さまの子育て状況や、子

ども・子育てに関するご要望・ご意見等を把握するアンケート調査を前回に引き続き実施することにしまし

た。 

 なお、この調査は、市内にお住いの小学校に通われているお子さんの中から無作為に選ばせていただいて

います。 

 また、ご記入していただいた内容について、個々の調査票を公表したり、調査の目的以外に使用したりす

ることは、一切ございませんので、率直なご意見をお聞かせください。 

 調査結果は、今後の野々市市における子ども・子育て支援のあり方を検討する上で、極めて重要な資料と

なります。ご多忙とは存じますが、何とぞご協力くださいますようお願いいたします。 
 

                        令和元年６月  野々市市 

 

＜このアンケート調査について＞ 

 ◎ この調査は、市内にお住まいの小学生のお子さん（平成19年４月２日～平成25年4月１日生まれ）

の中から、無作為で各学年400人合計2,400人を選ばせていただきました。小学生用の調査票が同

じ世帯に複数届いた場合は、末子のお子さんの調査票にご回答ください。また、就学前のお子さんを

お持ちの保護者様には、就学前児童のニーズ調査も届く場合があります、その際は、未就学児用のニ

ーズ調査にもご協力をお願いいたします。 

 ◎ ご記入が済みましたら、同封の返信用封筒（切手不要）をご利用の上、○○月○○日（○）までに

投函くださいますようお願いいたします。 
 

＜ご回答にあたってのお願い＞ 

 ◎ あて名の保護者の方がお答えください。 

 ◎ お答えは、設問ごとに（当てはまる番号1つに○）、（当てはまる番号すべてに○）など、それぞれ

指定していますので、お間違えのないようにご注意ください。 

○印は、番号を囲むように濃くつけてください。（例 ① ） 

 ◎ “□”に数字をご記入いただく質問は、１枠に１字をご記入ください。“□□時”に数字をご

記入いただく質問は、24時間制でご記入ください。（例）０９時、１８時 

 ◎ 子ども・子育て支援のための施設・サービスの内容・利用料については、別紙「施設・サービスの

種類と利用料」をご覧ください。 

ご不明な点やご質問がありましたら、下記担当までお問い合わせください。 

野々市市健康福祉部子育て支援課 

担当 中田 

電話 076-227-6077（直通） 

資料３ 
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１．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

問１ お住まいの地区はどこですか。（当てはまる番号１つに○） 

 

 

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係です。（当てはまる

番号１つに○） 

 

問３ あて名のお子さんの生年月を記入してください。 

 

 

問４ あて名のお子さんを含めて、ご家族にお子さんは何人おられますか。また、１番下のお子さんの生年

月はいつですか。 

  

 

問５ あて名のお子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。また、近所（３０分以内程度に行き来でき

る範囲）に祖父母が住んでいますか。選択肢はあて名のお子さんから見た関係です。 

（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

問６ あて名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。選択肢はあて名のお子さんから見た関

係です。（当てはまる番号１つに○） 

 

 

２．子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます。 

問７ 日頃、お子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

１．野々市小学校区     ２．御園小学校区      ３．菅原小学校区 

４．富陽小学校区      ５．館野小学校区 

１．母親      ２．父親       ３．その他（        ） 

平成□□年□□月生まれ 

お子さんの人数：□人    一番下のお子さん：平成□□年□□月生まれ 

１．父と母と一緒に住んでいる       ２．父と一緒に住んでいる（ひとり親家庭） 

３．母と一緒に住んでいる（ひとり親家庭） ４．祖父と一緒に住んでいる 

５．祖母と一緒に住んでいる        ６．祖父が近所に住んでいる 

７．祖母が近所に住んでいる 

８．その他（                     ） 

 

１．父母とも         ２．主に母親      ３．主に父親 

４．主に祖父母        ５．その他（             ） 

 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 
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問８ あて名のお子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。また、相談できる場所はあり

ますか。（当てはまる番号１つに○） 

 

 

問８-１ 問８で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。気軽に相談できる人や場所は、誰（どこ）ですか。 

（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

３．あて名のお子さんの保護者の働いている状況についてうかがいます。 

問９ ご両親の就労状況（自営業とその家事従事者を含む）についてうかがいます。父親・母親それぞれについて

お答えください。 

※ひとり親の方は、ご自身の設問のみお答えください。 

 

父親（当てはまる番号1つに○） 母親（当てはまる番号1つに○） 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

で就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

で就労しており、育休・介護休業中である 

３．パートタイム（フルタイムに満たない時間） 

で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パートタイム（フルタイムに満たない時間） 

で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、 

現在は就労していない      問９－３へ 

６．これまで就労したことがない 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

で就労しており、産休・育休・介護休業中である 

３．パートタイム（フルタイムに満たない時間） 

で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パートタイム（フルタイムに満たない時間） 

で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、 

現在は就労していない      問９－３へ 

６．これまで就労したことがない 

 
 

１．いる／ある→問８－１へ  

２．ない→問９へ 

１．ご自身や配偶者の親、親せき 

２．友人や知人 

３．近所の人 

４．小学校の先生 

５．放課後児童クラブ（学童保育） 

６．教育センター等の子育て支援施設やＮＰＯなどの子育て支援団体 

７．ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾などの習い事の先生 

８．民生委員・児童委員 

９．市役所の教育相談の窓口 

１０．携帯電話やインターネットの交流サイト 

１１．その他（                         ） 
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問９-1 問９で「１～４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

「1週当たりの就労日数」と「1日当たりの就労時間（残業時間を含む）」、「家を出るおおよその時刻」

と「帰宅するおおよその時刻」を父親・母親それぞれについてお答えください。 

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をお答えください。 

 

父親 母親 

週□日    1日□□時間 週□日    1日□□時間 

家をでる時刻：□□時 

帰宅する時刻：□□時 

家をでる時刻：□□時 

帰宅する時刻：□□時 
 

問９-２ 問９で「3」または「4」（パートタイムで就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

父親、母親それぞれについて、今後の就労に関する希望をお聞かせください。 

 

父親（当てはまる番号1つに○） 母親（当てはまる番号1つに○） 

１．パートタイムへの就労を続けたい 

２．フルタイムへの転換を希望しており、実現 

の見込みがある 

３．フルタイムへの転換を希望しており、実現 

の見込みはない 

４．就労をやめ、子育てや家事など専念したい 

１．パートタイムへの就労を続けたい 

２．フルタイムへの転換を希望しており、実現 

の見込みがある 

３．フルタイムへの転換を希望しており、実現 

の見込みはない 

４．就労をやめ、子育てや家事など専念したい 

→問10へ 

問９-３ 問９で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６．これまで就労したことがない」

に○をつけた方にうかがいます。 

今後の就労したい希望はありますか。父親・母親それぞれについてお答えください。 

 

父親（当てはまる番号1つに○） 母親（当てはまる番号1つに○） 

１．すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい 

２．1年より先、1番下の子どもが 

□□歳になった頃に就労したい 

３．子育てや家事などに専念したい→問10へ 

１．すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい 

２．1年より先、1番下の子どもが 

□□歳になった頃に就労したい 

３．子育てや家事などに専念したい→問10へ 
 

問９-４ 問９－３で、「１」または「２」（就労したい）に○をつけた方にうかがいます。 

希望する就労形態をお答えください。（当てはまる番号1つに○） 

 

父親（当てはまる番号1つに○） 母親（当てはまる番号1つに○） 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

２．パートタイム（フルタイムに満たない時間） 

→週□日、１日□時間程度 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度） 

２．パートタイム（フルタイムに満たない時間） 

→週□日、１日□時間程度 
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４．あて名のお子さんの放課後児童クラブ（学童保育）の利用についてうかがいます。 

問１０ 平日（月曜日から金曜日）に、現在、放課後児童クラブ（学童保育）を利用されていますか。 

（当てはまる番号1つに○） 

 

 

問１１ 問10で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。放課後児童クラブ（学童保育）について、 
１週間に何日利用していますか。また1日あたり下校時から何時頃まで利用していますか。また、希望と
してはどのくらい利用したいですか。 

（１）現在 

 

 

 

（２）希望 

 

 

 

問１１-１ 問10で「１．利用している」に○をつけた方に引き続きうかがいます。放課後児童クラブ（学童保育）を
利用されている理由についてお答えください。（当てはまる番号1つに○） 

 

 

 

問１１-２ 問10で「１．利用している」に○をつけた方に引き続きうかがいます。土曜日、日曜日・祝日に、放課後
児童クラブ（学童保育）の利用希望がありますか。（仕事や介護などによる定期的な利用で、一時的な利用は
除きます。）利用したい時間もお答えください。（当てはまる番号１つに○） 

 

（１）土曜日  

 

 

 

 

 

 （２）日曜日・祝日 

 

 

 

 

１．利用している→問11へ 

２．利用していない→問12へ 

１週当たり□日 

下校時から□□時□□分まで 

１．子どもをみている保護者が働いている 

２．子どもをみている保護者が働く予定である、または、仕事を探している 

３．子どもをみている保護者がご自身や配偶者の親、親せきの介護をしている 

４．子どもをみている保護者に病気や障がいがある 

５．子どもをみている保護者が学生である 

６．その他（                      ） 

１．利用する必要はない                    →問1１-４へ  

２．ほぼ毎週利用したい    □□時から□□時まで    

３．月に１～２回は利用したい □□時から□□時まで  →問1１-３へ 

１週当たり□日 

下校時から□□時□□分まで 

１．利用する必要はない                    →問1１-４へ  

２．ほぼ毎週利用したい    □□時から□□時まで    

３．月に１～２回は利用したい □□時から□□時まで  →問1１-３へ 
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問１１-３ 問１１－２の（１）または（２）で、「３．月に１～２回は利用したい」に○をつけた方にうかがいます。毎週ではなく、

たまに利用したい理由は何ですか。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

問１１-４ 問10で「１．利用している」に○をつけた方に引き続きうかがいます。現在通っている放課後児童クラブ

（学童保育）にどのようなことを希望しますか。（当てはまる番号すべてに○） 

  

 

問１１-５ 問10で「１．利用している」に○をつけた方に引き続きうかがいます。小学４年生以降の放課後の

過ごし方について、どのようなことを望みますか。「１．」を選択した場合は、枠内に具体的な数

字を入れてください。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 
 

→問1３へ 

問１２ 問 10で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。放課後児童クラブ（学童保育）を

利用していない理由は何ですか。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．放課後児童クラブを利用したい 

→小学□年生まで利用したい  

２．サッカークラブや学習塾などの習い事をさせたい 

３．子どもに自宅の留守番をしてもらう 

４．その他（                       ） 

 

１．月に数回仕事が入るため 

２．平日にすませられない用事をまとめてすませるため 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                        ） 

１．朝の利用時間を延長する  ２．夕方の利用時間を延長する 

３．日曜日や祝日に開所する  ４．施設や設備を改善する 

５．指導内容を工夫する    ６．その他（     ） 

７．特になし 

１．母親などが働かずに子どもの面倒をみているため、利用する必要がない 

２．ご自身や配偶者の親、親せきがみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．父母とも働いていて利用したいが、放課後児童クラブに空きがない 

５．父母とも働いていて利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない 

６．父母とも働いていて利用したいが、利用料がかかるため、経済的な理由で利用できない 

７．父母とも働いているが、子どもは放課後に習い事をしているため、利用する必要がない 

８．父母とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９．その他（                                ） 
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問１２-１ 問 10で「２．利用していない」に○をつけた方に引き続きうかがいます。封筒のあて名のお子さ

んについて、今後、父母とも働く予定があるなどの理由で、放課後児童クラブ（学童保育）を利用し

たいとお考えですか。希望がある 場合は、枠内に具体的な数字を入れてください。なお、利用にあ

たっては、一定の利用料が発生します。 

 

１．利用したい 

１週当たり□日 １日当たり、下校時から□□時□□分まで 

「１．」を選

ばれた方→ 

土曜日の利用希望 

１．ある      ２．ない 

日曜日・祝日の利用希望 

１．ある      ２．ない 

２．今後も利用しない 
 

５．あて名のお子さんが病気になったときの対応や、不定期な一時預かりについてうかがいます。 

問１３ 病児・病後児保育を知っていますか。（当てはまる番号１つに○） 

 

 

 

問１４ この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで小学校を休まなければならなかったことはありますか。 

（当てはまる番号１つに○） 

 

 

問１４-１ 問 14で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。 

この1年間であて名のお子さんが病気で小学校を休んだ場合、どのように対応されましたか。またそれぞれ

について、おおよその日数をお答えください。 

 

 問1４-2へ 

 

 

 

 問1５へ 

 

 

 

対応（当てはまる番号すべてに○） 日数 

１．父親が仕事を休んだ □□日程度 

２．母親が仕事を休んだ □□日程度 

３．親族・知人（同居者を含む）に預けた □□日程度 

４．父親または母親のうち就労していない保護者がみた □□日程度 

５．病児・病後児の保育を利用した □□日程度 

６．ベビーシッターを頼んだ  □□日程度 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した □□日程度 

８．仕方がなく子どもだけで留守番させた □□日程度 
９．その他（                ） □□日程度 

１．知っている         ２．知らない 

１．あった→問14－１へ        ２．なかった→問15へ 
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問１４-２ 問1４で「１」から「2」を選ばれた方にうかがいます。その際、「できれば病児・病後児のための保育施

設等を利用したい」と思われましたか。（当てはまる番号１つに○） 

※病児・病後児保育施設等の利用には、一定の利用料が必要です。 

 

 

 

 

問１4-3 問14-2で「２．利用したいと思わなかった」に○をつけた方にうかがいます。 

そう思われた理由をお聞かせください。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを家族以外の誰かに一時的に預

けたことはありましたか。（子どもが病気のときの利用は除きます。）また、それぞれについて、１年間の

おおよその日数をお答えください。（当てはまる番号すべてに○） 

 

対処方法 日数（年間） 

１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった 

（同居している場合も含む） □□ 日 

２．ファミリー・サポート・センターを利用した 

（会員登録した地域住民が子どもを預かるサービス） □□ 日 

３．夜間看護事業：ショートステイ（子育て短期支援事業）・トワイラ

イトステイ（養護施設等で休日、夜間に子どもを預かるサービス） □□ 日 

４．ベビーシッターを利用した □□ 日 

５．その他（                 ） □□ 日 

６．預けるようなことはなかった   

 

１．できれば病児・病後児保育施設を利用したい→□□日くらい利用したい 

２．利用したいと思わなかった →問14-3へ 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

２．施設・サービスの質に不安がある 

３．施設・サービスの利便性（立地、利用時間等）がよくない 

４．利用料がかかる（高い）                   →問15へ 

５．預かってくれる施設・サービスの内容を知らない・わからない 

６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                        ） 

８．特に理由はない 
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問１６ この１年間に、冠婚葬祭、家族の病気などの保護者の用事により、お子さんを「泊りがけで」家族以外にみ

てもらわないといけないことはありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます。）あったか、

なかったかについて、当てはまる番号に○をつけてください。あった場合、その対処方法ごとにおおよその

日数をお答えください。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

対処方法 泊数（年間） 

１．あった 

 １．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった 

（同居している場合も含む） □□ 泊 

２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設などで一定期間子どもを預かるもの） □□ 泊 

３．２以外のサービス（ベビーシッターなど）を利用した □□ 泊 

４．仕方なく子どもを同行させた □□ 泊 

５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 泊 

６．その他 □□ 泊 

２．なかった 

６．あて名のお子さんの地域の児童館の利用状況についてうかがいます。 

問１７ 地域の児童館を利用していますか。この１年間、どのように対応されたかお聞かせください。（当てはまる

番号１つに○） 

 

 

問１７-１ 問１７で「1．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

今後の児童館の利用についてお聞かせください。（当てはまる番号１つに○） 

 

 

問１７-２ 問１７で「1．利用している」に○をつけた方にお聞きします。児童館の行事で参加したことがある行事は

どれですか。（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

→問１８へ 

問１７-３ 問17で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

今後の利用希望についてお聞かせください。（当てはまる番号１つに○） 

 

 

 

１．利用している・利用したことがある→問17-1へ 

２．利用していない→問17-3へ 

１．現在よりも多く利用したい    ２．現在と同じくらい利用したい 

３．現在よりも少ない利用でよい   ４．今後利用するつもりはない 

１．スポーツ活動     ２．文化芸術活動    ３．ボランティア活動  

４．体験学習活動     ５．野外活動      ６．その他     

１．今後は利用したい  ２．今後も利用するつもりはない  ３．わからない 
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問１７-４ 問17で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。利用していない理由をお答えください。

（当てはまる番号すべてに○） 

 

 

 

 

７．子ども食堂についてうかがいます。 

問１8 全国的に拡がりを見せている「子ども食堂」を知っていますか。（当てはまる番号１つに○） 

問１９ 市内にあれば利用したいですか。（当てはまる番号１つに○） 

 

 

問19-1 問1９で「１．はい」に○をつけた方にうかがいます。どのくらいの頻度で利用したいですか。 

（当てはまる番号１つに○） 

 

問19-2 問1９で「１．はい」に○をつけた方にうかがいます。何時から何時頃まで利用したいですか。 

 

問19-3 問1９で「１．はい」に○をつけた方にうかがいます。１回あたり、いくらであれば利用したいですか。 

 

 
 

１．はい    ２．いいえ 

１．はい    ２．いいえ    ３．どちらともいえない 

１．活動に関する情報がなく利用しにくい  ２．知り合いなどがおらず利用しにくい 

３．活動の内容に興味や関心がない     ４．時間帯があわない 

５．利用しづらい雰囲気がある       ６．場所がわからない 

あともう少し！ 

子ども食堂とは…親が仕事で忙しく一人で食事をしたり、食べられなかったりする子などさまざま

な事情を抱えた地域の子どもたちに食事を提供する食堂です。高齢者と一緒に食事をとったり、地

域の人々をつなぐ地域交流拠点としての役割も期待されています。 

１．ほぼ毎日  ２．週1～2回程度  ３．2週間に1回程度  ４．月1回程度 

□□時から□□時まで 

（       ）円 
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◎ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございまし
たら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

無記名のまま、切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ポストへ投函してください。 
 


